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NOTE

　心の奥に、星のようにキラキラとかがやいているものが見えます。やさしさ星、明るさ星、や
る気星、勇気星、夢や希望の星…。それぞれ星のように美しくかがやいています。この美しい星は、
みなさんが生まれたときに両親から受けついだ、大切な宝ものです。赤ちゃんの目がキラキラと
かがやいているのはそのためで、性格や気質をつくる大切なものです。
　でも、赤ちゃんはその大切なたからものを、すぐに役立てることができません。歩く、話す、
まわりを見ることができるようになって、はじめて役に立ち始めます。
　でも、役に立てる前に、必ずじゃまをする者があらわれます（p.10につづく）。

皆さんは、自分の心の中がどのようになっているか、知っていますか？　ここに、自分
の心の中が見える、少し変わっためがねがあります。

　ふしぎなめがねは、自らを客観視するというメタ認知を促すアイテムです。成熟し
た現代社会において、自分が何者で、自分は社会にどんな役割を果たすことができる
のか、ということを小さい頃から意識する機会が必要です。今、目の前にいる子ども
たちはどうでしょう。一斉の指導がなかなか受け入れられない現状があるのではない
でしょうか。このふしぎなめがねの発想を今の技術と掛け合わせることで、多様な子
どもたちへと対応できるツールへと進化するのではないでしょうか。

心の中のほうせき

おもて

うら

おもてから見ると、
普通のめがねです
ね。ちょっとかけて
みましょう。

“理想的な状態” の写真を
タブレット等で撮影し、
大画面で学級全員に見せ
る。まず最初に「全体が
揃っていると美しい」と
感じさせる。

めがねをかけると、
二つの目があなた
の心の中を見つめ
ています。

これは、子どもたちが「自分の心の中」を具体的にイメージできるようにと考えた、
手づくりのめがねです。このめがねをのぞきこむと、自分の心の中にあるよいも
のや、そのよさをかき消す悪いものが見えてきます。

サンプル作成者：さとえ学園小学校 山中昭岳先生より

厚紙でつくっためがねの内側に、
“自分を見つめる目” が付いてい
ます。目に立体感を出すために、
目の裏側には円筒状にした小さな
厚紙を貼り付けています。

本書は、各コーナーで示された手立てをもとに、先生が学級の実態に合わせて考え、ア
レンジして活用するためのきっかけづくりとなるよう意図して構成されています。もち
ろん、検討の結果そのまま活用しても構いません。以下は一例です。以降のNOTEは、
考える際のメモとしてお使いください。

ポイント整理

ふしぎなめがねは、自ら
を客観視するためのす
ぐれたアイテム！

実践イメージ 整理整頓させたい！
・ロッカーや机の中
・乱雑な傘立て
・そろっていない靴箱 etc.

多様な子どもたちがいる
現在、具体的に目に見え
る形で示し、本人に気付
かせることが大事、とい
う考えもある

タブレット等の
ICTツールを活用
してみる！

ピンときていない児童に
は、個別に良くない状態の
写真を見せ、これからどう
すればいいか、などを語ら
せる。語られないときは、
こうすれば気持ちがいいよ、
と語りかけるように言う。

最後にきちんとでき
た様子も撮影して、
これがよい姿だよ、
と児童に認識させる
（これが大事！）

STEP 1

STEP 2

STEP 3

具体的に指示の必要
な子

どもも、自らの姿を見
るこ

とで具体的に修正す
べき

点に気付くことができ
る！

GOAL!

学級指
導

学級の状況に合わせてアイテムを使わないという場合も、このようなネーミ
ングで話をすることで、子どもたちは断然理解しやすくなります。
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本書では、著者が長年にわたり実践してきた手だてを「ちえぶくろ」として紹介しています。
この「本冊子の使い方」を参考にしながら、それぞれの状況に合わせて活用してください。

本冊子の使い方

　タイトルの下には、各コーナー
の概要が記載されています。

アイテムを作成する際のポイントや使い
方など、著者によるひとことポイントです。

　いくつかのページにはNOTE
欄があります。各テーマごと
に気付いたことや「自分の学
級ならどう使うか？」といっ
たメモを書き留めるなどして、
活用してください（p.9では、
使い方の実例を示していま
す）。また、NOTE欄がないペー
ジについても、「自分ならこう
伝える」のように置き換えて
読むことで、活用イメージが
ふくらみます。

　著者が子どもたちに向けて
作成したアイテムなど、実践内
容を具体的に紹介しています。
文章は子どもたちに語りかける
ような表現を用いています。

　p.7では、一度立ち止まり、
目の前の子どもたちや学級の
現状を思い浮かべながら「こ
んな学級になったらいいな」
という思いを書き出してみて
ください。

コーナータイトル

　各コーナーで紹介する内容
の、具体的な活用場面を提示
しています。

具体的な活用場面

ひとくふう

NOTEの使い方

思いを書き出す

実践内容

　実践例を “実際の学級” で生
かすための、著者によるヒント
やポイントを記載しています。

ポイントとヒント

はくぶつかんの入口を見上げると、「転ばぬ先のつえ」と書かれた大きなつえがあ
ります。最初にこの「つえ」の意味を考えるところから、子どもたちの学びが始
まります。 ※ここでいう“転ばぬ先のつえ”とは、これから始まる学級において、先生が子どもたち
とどんなクラスにしていきたいかを考えることを指しています。

　考えが奥深く、何ごとにも通ずるはかり知れないちえのことを「英知」と言います。このつえ
はみなさんに語っています。

　地球の生物は、それぞれ役割をもって生きています。小さな虫から大きなゾウまで、すべての
動植物がともに生きることで、地球が成り立っているのです。それなのに、ちえや心をもってい
る人間が、自分たちの都合だけで自然をこわしています。小さなアリに言葉があれば、きっとこ
う言うでしょう。

　人間は、心と100万馬力のパワー（ちえ）が
あるつえを持っています。心とちえをよせ合え
ば、地球の命を救うことができます。
　これからながく未来に生きるみなさんへ。よ
く学び、みんなと仲良くし、かけがえのない命
を大切にしてください。これから身に付けるち
えは、必ず皆さんを助けてくれるものです。
　さあ、この「転ばぬ先のつえ」をくぐって、
先人の英知を学んでください。

　「ちえのある人間が、どうして自分から地球をこわしているの？」

　「うちゅうの星には、命のたねがきざみこまれています。天上にかがやく星のかけらが集まって地
球が誕生し、地球にふりまかれた命のたねによって生物が生まれました。はるか遠く、生物の進
化によって人類が生まれ、進化がくり返されて、今の人間社会があるのです」

　明るく楽しい学級には、誰もが話しやすい雰囲気があります。１日１回、自分の思ったことや
考えたこと、疑問に思ったことを発言できると、そういう雰囲気の学級をつくることができます。
授業中だけでなく、朝の会やおわりの会でも、発言の機会をつくってみましょう。
　また、これからの学習では、見通しと振り返りが大切です。１日を振り返り、次につながる課
題をそれぞれが書いてみるのもよいでしょう。
　そういったことを私は、「１日１文チャレンジ」として実践してきました。
　どんなことでも、みんなで決めて続けることが大事です。

先生方もここで一度立ち止まり、今目の前にいる子どもたちのことや、こんな学級にしたい
という思いなどを、自由に書き出してみてください。

１日１文チャレンジ

こんな学級になったらいいな

学級指
導

と。

と。

4月に学級づくりの第一歩として、こんな話をしてみるのもいいでしょうね。
先生がこんな学級にしていきたいということを語りかけるのもいいと思いま
すよ。学級の「つえ」を、みんなで話し合ってみてください。
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　「心の中は見えない」
　これは、児童が一様に描いている心のイメージです。この抽象的でつかみどころ
のない心の仕組みを、具体化してわかりやすく理解すれば、心のもち方や学習意欲
が格段に高まるのではないか。また、自分に向き合い自発的に物事に取り組むこと
ができるようになるのではないか。

　こうして児童が見たいと望んでいる心のしくみを創作して展示したのが、「心の
はくぶつかん」です。本書はその実践を抜粋し、具体的な活用例も交えながらご紹
介したものです。

　ここでは、児童が抱く夢や希望、抱える悩みや疑問などあらゆることに応じられ
るよう、また、何より楽しく学ぶことができるよう、工夫を凝らしてあります。展
示物（手立て）は、児童一人ひとりが自分のこととしてとらえることができるように
指示的ななげかけを避け、自分の心が自分に語りかける方法を用いました。

　心のはくぶつかんは、自由に学ぶことができる児童の空間です。子どもたちの学
びに向かう扉を、いっしょに開けてみませんか。

私はこれまで空き教室やフリースペースなどを活用して、このよう
な博物館をつくって実践してきました。これから、ここにあるよう
な手立てをわかりやすく紹介していきます。みなさんも、学級でア
レンジして使ってみてくださいね。

※実際に「心のはくぶつかん」を訪れた生徒の感想
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NOTE

　じゃまする者の正体は、おじゃまマンでした。おじゃまマン
は弱い心に住みついて、次々に悪いことや困ることを起こしま
す。
　子どもの頃は心が素直で、よいことも悪いことも、何でも心
に入ってしまいます。
　ですから、おじゃまマンの出現によって勇気が弱気に、やる
気がなまけ心にというふうに、生まれたときに受けついだ大切
なことが、みんな悪い方へと変えられてしまいます。それをふ
せぐためには、おじゃまマンに負けない強い心が必要です。

　おたすけマンは、みんなが心にもっている大切な宝石をまもる
ために働いています。おたすけマンが現ればもうだいじょうぶ。正
義と悪を判断する力は抜群で、おじゃまマンを追い出す力は強力
です。
　ふしぎなめがねで見た力くらべの様子（p.11）は、おたすけマン
がおじゃまマンを追い出すところだったのです。
　おたすけマンは、あなたの心の中にいつも住んでいます。あなた
がやる気を出して心にさけべば、すぐに現れて後押しをしてくれま
す。実はおたすけマンのような力は、あなたももっています。おた
すけマンは、あなた自身なのですよ。
　何ごとも、今が一番身に付くときです。おじゃまマンに負けない
で、あなたの大切な星を守ってくださいね。

▶おじゃまマンしゅつげん！

▶おたすけマンとうじょう！

おじゃまマン

心の中におじゃまマン
とおたすけマンが住ん
でいるのが見えます。

①

おじゃまマンがいばり
出して、悪いことをし
ようとしています。

②

でも、だいじょうぶ。
みんなが悪いことに負
けないぞという強い心
をもっていれば、おた
すけマンはおじゃまマン
をすぐに追い出します。

③

裏面の仕組みです。おじゃまマン
とおたすけマン（aの表側）が左
右にスライドするよう、aに橋を
渡すような要領で、厚紙を垂直に
貼り付けます（b）。また、児童
が手に取りやすいよう、厚紙で
取っ手も付けます（c）。

p.8「ふしぎなめがね」の奥に見える、心の中を表したものです。ふしぎなめが
ねと右ページのアイテムをセットで使用すると、より効果的ですよ。

学級指
導

ふしぎなめがねをかけると、あなたの心の中できらきらとかがやく宝石が見えました。
でもそこに、きらめきをかき消そうとじゃまする者が現れました。

人は誰でも弱い心をもっています。逆に、正しい判断ができる強い心も必ず
もっています。私はそれを「おじゃまマン」 「おたすけマン」と呼んで子ど
もに伝えていました。

悪いことをしてしまったとき、つい正直に言
えないこともありますよね。そういうときに、
おたすけマンとして「素直で正しい気持ち
が大切ですよ」と伝えましょう。それぞれの
名前をみんなで付けてみるのもよいですね。

a b

c

普段の

学級指導に
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NOTE

心の運転めんきょしょう

これからも、しっかり心の
運転をしましょう。

XXX小学校「心のはくぶつかん」発行

ハンドル、アクセル、
ブレーキが動きます。
自分が今していること
をしっかり考えて、ハ
ンドルでよい道を選び
ながら進みます。

①

がんばるときには、ア
クセルをしっかり押し
ます。

②

いけないときや危険な
ときは、ブレーキを強
くおします。

③
心の運転体験をしたら、「心の運転めんきょしょう」を渡します。これからも、しっかり心の運転をしましょう。

めんきょしょう発行

　強い心と、心を運転する上手な技術があれば、決して弱い心に負けることはありません。
　みなさん、心の運転めんきょしょうをもっていますか？　その時々の気分で行動していると、
心をうまく運転することはできません。でも、はっきりとした形のものを心にもっていると、運
転がしやすくなります。
　心の運転めんきょしょうは、正しく安全な行動ができるように、心を車の運転に置き換えて考
えたものです。

いけないことを止めるのはブレーキで。
正しい道を選ぶのはハンドルで。
ここ一番と力を出すときにはアクセルで。

　それを心にもっていると、「いけない!!」と思った瞬間、とっさにブレーキをかけることができ
ます。また、ハンドルとアクセルを上手に使って、正しい道をまっすぐに進むことができます。
人の流れや考えにまかせて歩んでいる人よりも、確実に早く、自分の目的に到着することができ
ます。
　みなさんも、この「心の運転めんきょしょう」を、いつも心の中に置いてくださいね。

心を運転する

子どもたちが気持ちをコントロールする方法を頭に描けるようにと、考えたアイ
テムです。始めはブレーキとハンドルのみでしたが、途中からポジティブな気持
ちを後押しするアクセルも付けました。

学級指
導

普段の

学級指導に

心の中では、いつもよい心と悪い心が戦っています。次に紹介するものも、自分の気持
ちをコントロールするのに役立つものです。

ハートの土台の中央に、厚紙でつくっ
た円柱（a）を垂直に乗せ、その上に
ハンドルを置きます。円柱とハンドル
を割りピン(b)で固定すれば、ハンド
ルが自由に動かせます。アクセルと
ブレーキの下には蛇腹に折った厚紙
を貼り付け、指で押せるようにします。

目標をもって取り組んでいるのになかなか一歩を踏み出せない子には、「○
○さんならできるよ」とアクセルを使って背中を押してあげましょう。また、
“めんきょしょう”をもらった子たちは、ふとしたときに自分で気付くこと
ができるようになります。

a
b

12 13



NOTE

友だちとけんかした後など、気持ちの切り替えがうまくできないと、学習にも集
中できなくなってしまいます。こんなふうにもやもやとしてしまったときに「嫌
な気持ちを断ち切ってくれる」特別なはさみがあります。

厚紙を「たち切りばさみ」の
形にカットし、左右の指穴の
中にはニコニコした表情の目
を描きこみます。中心部に穴
をあけたら割りピン（a）を差し
入れ、裏側の爪を広げて固定
します。これで、本物のはさ
みのようにチョキチョキと動
かせるようになります。一般
的な裁ちばさみより、ふたま
わりほど大きくつくるとよい
でしょう。

　みなさんはいやなことがあったとき、心の中がずっともやもやしてしまうことはありませんか？
　そんなときは、いやな思いをすぐにたち切りましょう。いつまでも心にもっていると、よいこ
とはありません。前に進むことができないし、心がつかれてしまいます。
　例えばけんかです。けんかがはげしくなると、相手をきずつけるよくない言葉がとびかいます。
感情的になると、本心とは違う言葉が出てくることもあります。
　そんな言葉を真に受けて気にし出すと、心から離れなくなってしまいます。だんだん腹が立っ
てきて、そのうちにうらみがわいてきます。そんな気持ちは、おじゃまマン（p.10）が大好きです。「相
手に仕返ししなさい」とそそのかすことがあります。でも、おじゃまマンの言葉にしたがって行
動すると、相手にけがをさせてしまうこともあります。お互いにとって、何もよいことはありま
せん。
　もしもけんかが始まりそうになったら、逆に楽しく遊ぶ方法を教えてあげましょう。けんかの
気持ちがおさまって、きっと仲良しになれますよ。

心の中にこの「たち切り
ばさみ」を持って、いや
な思いをたち切ってしま
いましょう。

もし今いやな気持ちが心の中にあったら、このはさみを
手に持って、チョキチョキカットしてしまいましょう。

学級指
導

手を大きくはさみのように動かして、「はい、ここでおしまいだよ」とする
だけでも効果があります。けんかがおきてしまったときには先入観をもたず、
必ずどちらの言い分も聞いてあげてくださいね。その後にハサミを使うと、
より効果が発揮されますよ。

a

普段の

学級指導に
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キキが話を聞くと
きには、まわりを
キョロキョロしま
せん。

おしゃべりや、手
足をブラブラ動か
すのを止めます。

話す人をしっかり見ます。口
を閉じます。手足のぶらぶら
動きを止めます。こうすると
話に集中できるので、話の内
容がよくわかります。

「話を聞く」ことは学習の基本ですが、じっと話を聞くのが苦手な子もいますね。
そんなときは、集中して話を聞いているときとそうでないときの様子が比較でき
る、この人形が役立ちます。

目の部分はスライド式になって
いて、p.11「ひとくふう」と同
じ作り方です。手足の接続部分
は割りピンで固定し、ぶらぶら
動かせるようにします。

　人には、感じる心は一つしかありません。ほかのことに心を奪われてしまうと、
気が散ってしまい大事な話が心によく伝わりません。目・口・耳など心を一つに
して、集中して話を聞くことが大事です。
　聞き名人のキキは、このようにして話を聞いています。まず、目をキョロキョ
ロしないで相手をしっかり見ます。おしゃべりを止めて口をしっかり閉じます。
手足のいたずらやぶらぶら動きを止めます。心をこめて集中して聞きます。この
ようにして話を聞くと、話の内容がよくわかります。それができるので、この子
は聞き名人のキキと呼ばれています。
　また、ただ話を聞いているだけでは聞いたことにはなりません。うわの空で聞
いていては、話が空へ飛んでいってしまいます。話を心でしっかり受け止めて、
話で学んだことを行動にうつせてはじめて、話が聞けたということになります。

　毎日の生活で話をしっかり聞いていると、話し方までしっかりできるよう
になります。
　ハナはこのように話をしています。まず、相手に届くように、はっきりし
た声で話します。相手が話を聞き取れるように、落ち着いてゆっくり話しま
す。伝えたいことがわかるように、短くまとめて話します。気持ちがしっか
り伝わるように、心をこめて話します。言葉づかいや顔のひょうじょうにも
気をつけて話します。
　こうして話がしっかりできると、相手にしっかり伝わります。だから、わ
からないことを聞いても、相手がていねいに教えてくれます。

▶聞き名人のキキ

▶話し名人のハナ

この「聞き名人のキキ」を使って、どんな人が聞き上手なのかを体験してみましょう。

話を聞くのが上手な人を「聞き上手」と言いますが、聞き上手は学習がよく頭に入る人です。

学級指
導

視覚的に示すことで効果が得られます。低学年になるほど提示されたものの
真似をしようとする傾向がありますので、より効果的です。ペープサートの
ような、もっと簡易的なものでもよいでしょう。

話し方・聞き方

の基本
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学習に密接なつながりのある脳と心の関係を、子どもたちがイメージしやすいよ
うに「ノンくん（脳）」「ハートさん（心）」というキャラクターに置き換えて語
りかけています。

　人の脳には、すばらしい学習機能（力）が備わっています。
そんなすばらしい脳をもって生まれてきたのに、使われて
いる部分はほんの数十パーセントだそうです。眠っている
部分をうまく使えば知識がたくさんたまるのに、もったい
ないことです。
　そして、脳の中で使われていない部分がたくさんあると知って、ハートさんはやきもきしてい
ます。使わないままさびて、働かなくなってしまうことが心配だからです。
　「このままでは宝のもちぐされになってしまうよー」
　「すばらしい力を学習に使ってくださいー」
　ノンくんとハートさんは、みんなにそう語りかけているに違いありません。

脳は眠っている

　知識をたくさん増やしていくことは、とても大
事なことです。でも、もっと大事なことは、何か
を覚えようとするときこそ考える力がどんどん
高まるということです。
　だれでも、昨日よりも今日、今日よりも明日と
いうふうに、成長したいと望んでいます。そのために「もっと覚えたい」「深く知りたい」と意欲をも
やします。その意欲が出ると、ノンくんは「性能アップ！」と、より高い望みをかなえようと、すぐに
変身を始めるのです。

ノンくんは変身名人

　高い場所に上って見下ろすと、こわくて身がすくむこと
があります。これは、自分の命を守るために自然に起こる
信号です。でも、何かに上って挑戦するときなど、このこ
わさを克服しなければならないときがあります。
　例えばプールです。だれでも最初は深い水の中に入るの
をこわがります。泳げなければ命にかかわるからです。で
も、練習を重ねて泳げるようになってくると、こわいとい
う気持ちが薄れてきます。そして、水に慣れると水の中で
遊ぶことが楽しくなってきます。
　このように、慣れることは自信につながる大事なことで
すが、同時に油断を呼び、けがや事故を起こす原因にもな
ります。ですから、慣れるほどに注意深く過ごすことが大
切です。

けがや事故を起こさないために

　全校集会などでみんなの前て話をするときに、緊張することがあります。緊張してしまって上
手に話ができないこともあります。そんなとき、自分は弱い性格だと決めつけてしまうことはあ
りませんか。そうすると、また同じことが起こるのではないかと不安になり、何事にも自信がも
てなくなります。そんな思いこみは、よいことではありません。
　みんなの前で起こる緊張は、うまく話せるだろうか、ちゃんと伝えられるだろうかと心配のあ
まりに起こるもので、よりよくしようと真剣に、慎重に考えている人に起こる心の動きです。気
が弱いどころか、気配りのできるすばらしい人なのです。
　そんな気配りやさんでも、人前に出ることを何度もくり返しているうちに、少しずつ慣れてき
て緊張しなくなっていくものです。そうして、ものおじせず堂々と話せるようになっていくと、
今度は「自分は気が強いんだ」と思い始めるかもしれません。このように、気が弱い、気が強い
というのは、気持ちのもち方でも変わっていくものなのです。

心と感情のふしぎ（思いこみ）

　毎日ただ何となく過ごしていては、脳の働きはよくなり
ません。「しっかり覚えるぞ」という意志が必要です。そ
の心（ハートさん）の働きかけが脳（ノンくん）にスイッ
チを入れるのです。
　脳も性能を高めようと、絶えず学習しています。脳の成
長で一番大事なことは、よく考えることです。わかってい
る問題をくり返すだけでは、考える力にあまりつながりません。階段を一歩いっぽ上がるのと同
じように、まだ知らない課題に、一つひとつチャレンジしていくことが大事です。その積み重ねが、
考える力を高め、脳の働きをよくしていくのです。

ノンくんのスイッチを入れるのはハートさん

あなたの中に住んでいる “脳のノンくん” と、“心のハートさん” は大のなかよしです。
学んだことを記憶するのはノンくん、ノンくんに働きかけるのがハートさんの役目です。

学級指
導

特に高学年にして

おきたい脳と心の話

難しい内容でも、こうしてわかりやすい例えや言葉を使って説明すると、子
どもたちがぐんと理解しやすくなりますよ。
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心のはくぶつかんの中には、子どもたちが日頃気になっていることなどを質問で
きるポストがあります。質問へのアドバイスは後日、印刷して掲示し、持ち帰れ
るようにします。

　普段気になっていることなどを紙に書いてノン
くんポストに入れると、後でノンくん（p.18）か
らアドバイスが返ってきます。勉強のことや友だ
ちのこと、どんなことでもいいですよ。質問とア
ドバイスは、ほかの友だちに役立つことかもしれ
ないので、何枚か印刷して壁のポケットに入れて
あります。自由に持ち帰ってくださいね。

　だから、「覚えるぞ」という自分の強い気持ち
がないと、よく覚

えられません。
　学校では、先生の話を聞くことから学習が始

まります。聞きの

がすと、学習の方法や内容がよくわかりません
。だから学習で一

番大事なことは、話をしっかり聞くということで
す。

　次に、与えられたことをただやっていては進
歩がありません。

一つひとつの学習のねらいを読み取り、自分な
りの学習方法を早

く見つけることが大事です。

どうすれば学習がよく身に付くようになるの？

学習は自分のもので、自分から学ぶものです。A
Q1

　考えていることが
うまくできたり上達

したりすると自信が
付いてくるも

のです。だから、得
意なことや好きなこ

とに、どんどん取り
組んでほしい

と思います。
　途中でうまくいかな

いときも、あきらめた
りなげやりになったり

しないで

くださいね。あきら
めないで取り組んだ

ことは、ほかのこと
にもよい影響

を与えます。同じよう
に取り組めば、ほかの

こともよくできるよう
になるか

らです。そうすれば、
ますます自信が付いて

きます。

　もう一つ大事なこと
は、自分に暗示をかけ

ることです。なにごと
も「ダメだ」

「できない」と悪い方
に考えないで、「自分

はできる」と暗示をか
けるのです。

そうすると、よい方に
気持ちがはたらき、自

信がわいてきますよ。

自信をもつにはどうすればいいの？

「好きこそものの上手
なれ」という言葉があ

ります。

だれでも好きなことに
は自分から取り組み、

創意工夫をこらすので
、どんどん上達すると

いう意味です。A
Q3

　それだけ準備は大事なのです。学習も同じです。学習をするたびに道具を探していては、時間をむだにするだけでなく、学習の意欲もうすれてしまいます。
　昔の人はよくこう言っていました。「暗やみの中でも道具がどこにあるかわかるように、整理整とんをしておくことが大事だよ」と。つまり、いつでもすぐに取り出せるように、何がどこにあるかわかるようにしておくということです。それを習慣にすると、いつの間にか、考えなくもその場所に上手に、整理整とんができるようになります。　きちんと整理整とんができると、能率よく学習ができるだけではなく、学習の進め方や考え方にも、よい影響を与えます。

どうすれば学習の準備が上手にできるの？
「だんどり八分」という言葉があります。物事がうまくできるかどうかは、その準備にかかっているという意味です。

A
Q2

学級指
導

子どもたちとのつながり

を深めるために

子どもたちが悩みや疑問を気兼ねなく出せる環境をつくることも大切です。
子どもは悩みを抱え込まずに済み、教師は児童理解を深めることができ、子
どもたちとの結びつきが強まります。
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　これは、教科の学習とも関係がある、大事なことなのです。
　学校には、事故やけがが起こらないように、たくさんの決まり
があります。どれも大事で、それぞれ意味があることです。
　決まりについて一つひとつ理由を考えられる人は、想像力のは
たらく人です。そのような人は、自分から決まりを守り、安全に
すごせるだけでなく、教科の学習でも、自分で答えを考えられる
人です。
　決まりを守り、よく考えて行動すること。これが、安全にすご
す一番の方法です。

安全に過ごすには、どうすればいいの？何をするときも、結果を考えながら慎重に行動することです。
つまり、想像力をはたらかせようということです。

Q5
A

　あなたは、困って
いるときにだれかに

親切にしてもらって
、そ

の人をいい人だと思
ったことはありませ

んか。きっと、仲良
しの

友だちになってほし
いと思ったはずです

。だから、その気持
ちを

忘れずに、今度はあ
なたが相手に親切に

してあげればよいの
です。

　困っているときや
悲しいとき、親切に

してもらうことは一
番う

れしいことです。そ
の人に心をひらけば

、きっと仲良しの友
だち

になれますよ。です
から、まず自分から

、相手のことを考え
てあ

げることが大切なの
です。

どうすれば仲良しの友だちができるの？

自分勝手に行動する人
の周りには、人は集ま

りません。

でも、周りの人のこと
を考えられる親切な人

の周りには、

人が集まります。だか
ら友だちがふえます。A

Q4

　人と人が心を通わせるのに、短い言葉でこんなに通じる方法は、ほかにありません。友だちができるきっかけにもなります。家で、学校で、地域で、たくさんの人々が仲良く生活するために、あいさつはなくてはならないものです。　勉強ももちろん大切ですが、あいさつがしっかりできることも、同じくらい大切なことなのです。

あいさつは、なぜ大事なの？
あなたは人からあいさつをされて、元気や勇気がわいたことはありませんか。「おはよう」のひとことで、自分は一人ではないのだと、うれしい気持ちになったはずです。

A
Q6

　いじめやいじわるは
、相手の心をきずつけ

るだけでなく、学校で
楽しく

学ぶことができなくな
ってしまいます。

　人は一人ひとり、性
格や考え方が違います

。当然、自分のことが
大事で

すから、困ったことが
起こると、自分を守ろ

うとする感情が自然に
わいて

きます。それをそのま
ま相手にぶつけると、

衝突が起こります。ま
た、衝

突をきっかけに、相手
にいやな感情をもつこ

とがあります。それが
いじめ

のたねになるのです。
そんないじめのたねは

、だれの心の中にもひ
そんで

いるのですよ。
　いじわるやいじめを

する人は、強い人では
ありません。自分の心

の中の

“悪い芽” をつみとるこ
とができなかった、弱

い人です。でも、心の
もち方

を覚えると心が強くな
り、悪い芽をすぐつみ

とれるようになります
。学校

では、勉強だけでなく
みんなと仲良く過ごす

方法も学んでいるので
すよ。

いじわるやいじめはなぜおこるの？

やさしさや思いやりを
もちましょう。

いじわるやいじめは、
絶対してはいけません

。
A
Q7
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天気の悪い日やちょっと嫌なことがあったときなど、子どもたちが前向きな気持
ちで学校に行けない日もあるかもしれません。そんなときは、学校に通うとどん
なよいことがあるかを一緒に考えてみるとよいでしょう。

　学校は、教科書の勉強をするためだけに通うところではありません。生きる力を身に付け、健康に
育つために、いろいろなことを学ぶところです。そのために、学校では様々な目標がかかげられてい
ます。例えばこのような目標です。

　「よく考える」
　「ゆたかな心をもつ」
　「健康な体をつくる」
　「夢や希望をもつ」
　「仲良く協力する」

　学校では、このような目標に向かっていろいろな工夫をしています。先生方は、大切なことがよく
わかるように、学年に合わせて順序よく、無理なく、やさしく教えてくれます。
また、学習の時間を区切って、たくさんの教科を、いろいろな教材や教具を使ってわかりやすく教え
てくれます。体育館、音楽室、図工室、図書室など、教科に合わせて教室が分かれていて、楽しく学
ぶことができます。しっかり学習を身に付
けてから次の学年に進むことができるよう
に、計画的に教えてくれます。
　家庭では、自由に学べるよさはあります
が、これだけの計画や準備ができません。
また、目的ごとの教室もなく、先生方もいま
せん。
　このように、いろいろなことを楽しく安全
に、計画的に学ぶために、学校があります。

学校で学ぶ理由

　人はみな、一人だけでは生活していくことができません。安全に楽しく生活するためには、助け合
い、協力し合うことが大切です。そのために、みんなが集まって社会をつくっているのです。
　学校でみんなで学ぶ理由の一つは、助け合い、協力し合う方法を学ぶためです。“学校も小さな社会”
という考え方で、友だちどうしの体験を通して学んでいます。
　運動会、学芸会などの全校行事や、林間学校、修学旅行、遠足などの校外学習。委員会活動やク
ラブ活動、そして学級づくり。学校は、楽しく住みやすい社会をきずくための、練習の場だと言える
でしょう。
　もう一つの理由は、おおぜいで助け合いながら学習すると、お互いによい影響をたくさん受けると
いうことです。みんなと楽しく会話したり、一緒に遊んだりすることで、一人でいるときよりもたく
さんの経験や知識、社会性が身に付きます。

みんなで学ぶ理由

　みなさんはしっかり学ぼうと、毎日元気に学校に通っています。学校は一人ひとりにとって大
事な場所です。「仲良く助け合って学びたい」これはみんなの願いです。おうちの人や先生がたも、
そのように願っています。
　それなのに、自分の思うようにいかないからと、周りの友だちが困るようなことをする人がい
ます。学校には、みんなで楽しく安全にすごすために、大人の社会と同じようにルールがあります。
みんなで学ぶために、ルールはとても大事です。
　あなたが自分を大事だと思うように、周りのみんなも自分が大事です。もしも悪い気持ちが出
てきたときには、「心の運転めんきょしょう」（p.12）を思いうかべてください。「こんなことしたら、
あの子はどう感じるかな？」と相手の気持ちに置きかえて、すぐに心のブレーキをかけましょう。
　それでもブレーキがうまくきかないと感じたときは、先生に相談してみましょう。きっと安全
な運転の方法をやさしく教えてくれますよ。

ルールを守る

学級指
導

もしものときに

「どうして学校に行かなければいけないの？」急に子どもからそんな質問が
あったら、教師はどのように答えたらよいでしょう。ここでは私の例を紹介
していますが、先生方もぜひ一緒に考えてみてくださいね。
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ここでは、先人から受け継がれた伝統的な遊びなどを紹介します。便利な道具が
あふれる現代でも、かるたやすごろくといった昔ながらの遊びが続いているのに
は、理由があります。

学級指
導

“定番の”学習活動

を始める前に

　現代では、電子ゲームやパソコン、スマートフォンなど、身の回りには便利で楽しい道具や遊びが
あふれています。それなのに、昔ながらの伝承遊びが今も続いています。それはなぜでしょう？
　伝承遊びには、人のぬくもりがあります。手づくりの技があります。人と人がふれ合う楽しさがあ
ります。自然や身の回りの物を使った親しみやすさがあります。そして何よりも、みんなで協力し合
いながら仲良く楽しく遊ぶことができるように工夫がしてあります。昔の人は、遊びの中にも心を取
り入れていたのです。子どもたちは遊びを通して心を学び、人と人とのかかわり方を身に付けていま
した。自然や身の回りの物を大事にする知恵や技を学んでいました。
　さて、現在はどうでしょうか？　新しい機器には未来を切りひらくすばらしい力があります。しか
し、機器に没頭して一人遊びが多くなると、人と人とのかかわり方を忘れ、心を忘れてしまいます。
　みなさんも伝承遊びをすることがあったら、ただ遊ぶのではなく、「人を大切にする心」「自然
や物を大切にする心」など昔の人が遊びにこめてきた思いや願いについても、いっしょに考えてみま
しょう。

①いろはがるた
・かるたの絵を現代風に
　かき替えます

・見やすくするために、
　A4の大きさにかいて展示します

②すごろく
・身近なできごとをテーマにして
　つくります

・ジャンボサイコロをつくって
　みんなで楽しく遊びます

③廃材で遊ぶ
・身の回りにある不要なもので、
　すぐに遊べるものをつくります

・みんなで楽しく遊べるものを
　つくります

いろはがるたで遊ぼう ※p.26「①いろはがるた」の掲示例

「
き
ょ
う
は
人
の
身
、
あ
す
は
わ
が
身
」

「
今
、
他
人
に
ふ
り
か
か
っ
て
い
る
災
難
は
、

人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
は
自
分
の
身

の
上
に
も
起
こ
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
、
い
ま
し
め
。

「
ま
か
ぬ
タ
ネ
は
生
え
ぬ
」

心
に
よ
い
タ
ネ
を
た
く
さ
ん
ま
き
ま
し
ょ
う
。

美
し
い
花
を
い
っ
ぱ
い
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

各かるたの内容に関連した
新聞の切り抜きや、理解を
深めるための言葉を一緒に
掲示します。子どもが自分
で考えるきっかけになるよ
うな補足をします。

わざわいは
さけられるじっさいのきまりはこうです

自転車ルール知ってる？

明るいタ
ネ

思いやりの
タネ

どりょく
の

タネ
なかよし

のタネ

健康のタネ

安全の
タネ けんか

の

タネ なまけの
タネ

けがやじこの
タネ

いじわるの
タネ

自分勝手
の

タネ

暗いタネ

ただ伝承遊びに取り組むということではなく、私は最初に欠かさずこういう
話をするようにしています。先人から伝わる心や伝承遊びの価値を子どもが
知ることに、大きな価値があります。

伝承遊びの実践例 例えば国語の時間に取り組み、昔から伝わる
方法や言葉に触れることで、より価値が生ま
れ、言語感覚を豊かにすることができるで
しょう。
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NOTE
子どもをいかに授業に引き付けるか？　これは指導者が常に抱える課題です。こ
こからは、心のはくぶつかんを出て普段の授業でも簡単に取り入れられる、楽し
い演出の仕方をご紹介します。

　まず、教師が教室の扉を開きます。手に持つのは教科書ではなく「？」
がついた紙袋。教室に足を踏み入れたとたん、子どもの視線が一斉に紙
袋に集中します。
　袋からおもむろに「聞き名人のキキ（p.14）」を取り出し、しかけを
動かします。教室が笑いと興奮に包まれ、眠気や授業のマンネリで閉じ
られがちだった子どもの学習の扉が、一気に開きます。
　さらに、「キキ」の操作を見て「話しの聞き方」に気付いた子どもは、
自分から授業に集中するようになります。

こんなふうに使います！

何が現れるかわからないまほうの紙袋は、子どもの宝箱のように楽しく、授業を盛り上げます。

楽しいことに敏感な子どもの心理を応用し、授業に引き付けると同時に学習の効果を高めます。

中に入れる教材は、楽しい絵や図など、子どもの興味・関心をひくものが効果を得られます。

準備が簡単。紙袋に『？』を付け、子どもに伝えたい資料を紙袋に入れるだけです。

活用の利点と効果

私はこの袋に「キキ」などを入れて使っていました。子どもの興味・関心を
高める手立てとして有効です。先生方も、何を入れるとより効果的か、いろ
いろと工夫してみてください。

学級指
導

導入における

工夫
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NOTE

教室は、子どもが学校生活の大半を過ごす場所です。ここでは、子どもが落ち
着いた雰囲気の中で学習できるように、私が資料や作品を掲示する際に心がけ
ていたことをご紹介します。

① 壁に隙間なく掲示しない
　壁に隙間なく掲示するのは効果的ではあり
ません。学習の資料などを天井の桟から掲示
板の下まで隙間なく掲示すると、子どもに圧
迫感を与え快適に学習できません。ですから、
掲示物と掲示物の間には、窮屈な感じを与え
ないような空間を確保します。

② ジャンルごとに間隔を空ける
　違う資料を隣り合わせに密着して掲示すると、子
どもは混乱してしまい、せっかくの資料の意味がよ
く伝わりません。隣の資料と区別するために、ジャ
ンルごとに適度な間隔を空けるとよく伝わります。
また、掲示物は子どもが見やすい高さに設定します。

③ 長い間掲示したままにしない
　特別な場合を除き、同じ物を長い間掲示しないよ
うにします。同じ掲示物をずっとそのままにしてお
くと、子どもは関心をなくし、掲示物に興味を示さ
なくなってしまいます。変化を付けるために短期間
掲示して、次の掲示物と入れ替えるようにします。

④ 色彩効果を利用する
　子どもは色彩に敏感で心理的影響を受けやすいで
す。例えば、黄色や赤色は気持ちを高揚させ、薄いピ
ンク色は優しい気持ちにさせます。水色や薄緑色は
清々しい気持ちに、薄茶色は落ち着き、あたたかい気
分にしてくれます。模造紙大で購入し、学級の実態
に応じて使い分けると効果的です。

⑤ 子どもに無断で掲示しない
　子どもの作品の掲示は、本人にとって成績をさら
されるのと同じような気持ちになります。満足な作
品ができなかったために、掲示を望んでいない子ど
ももいます。「がんばったところを見てもらおうね」
と優しく説得し、本人が納得してから掲示するよう
にします。

⑥ 作品は丁寧に扱う
　作品は丁寧に扱い、掲示する場合は台紙に両面テー
プで貼り付け、台紙に画びょうを使います。作品に
は直接画びょうを刺さないようにします。作品を大
切に扱っていることに子どもが気づくと、子どもも
みんなの作品を大切にするようになります。大切に
されていることに気付けば励みになり、学習や作品
づくりの意欲も高まります。

学級指
導

環境づくりの

ポイント
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1940年北海道生まれ。網走四地区学校生活協同組合・北見教材厚生部等を経て東京都清瀬市立小
学校教員に。以来、学級担任及び図工専科担任を務める。その間、同市教育方法改善委員会、視
聴覚教育研究会等に参加。学習意欲を高める教育環境づくりや教材開発に取り組む。また市民ぐ
るみの健全育成委員会の設立に参加。推進役として22年間活動に携わる。定年後も文科省指定環
境教育推進モデル市の推進役を務めるが病で退職。その後、同市教育委員会非常勤指導員として
復帰。心の博物館や市立全小学校に環境博物館を開設する。環境博物館づくりは継続中。清瀬市
から環境教育並びに環境保全活動で表彰されるなど高い評価を受ける。

　子どもの将来を案ずるのはいつの時代も同じです。私の勤務地東京都清瀬市でも、
子どもたちの活動を主体とした健全育成委員会を設け、地域での活動を通して社会
性を育てています。体験で得た感想を作文、ポスターなどにまとめ、私の体験主張
と題して発表会を開いていますが、子どもらしい真剣な活動に頼もしさを感じます。

　しかし、この純真な子どもたちが、実社会に出ても同じように活躍できるか案じ
られます。目まぐるしく変化する社会で、流されずに道を切り開くにはたくましい
心が必要になります。また、社会の安易な風潮はミニ社会としての学校生活にも及
び、学習意欲や友だち関係に様々な影響を与えています。そのような情報に振り回
されないためにも、低学年のうちからよく考えて行動できる強い心を育てなければ
なりません。

　強い心をもたせることは難しいことではありません。心の仕組みを具体化し、楽
しく投げかければ容易になります。教材を楽しくつくれば児童は必ず反応します。
日常の学習に役立てながら心を高めていく、楽しい教材になるよう願っています。

あとがきにかえて

尾形 弘（おがた ひろし）
【プロフィール】
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